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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　２月　８日　（火）
司会者　佐々木　美香　　　　記録　山地　孝志

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	○
	○
	欠勤
	○
	CD留守
	○
	公休
	深夜

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	高橋
	山地
	上野（雅）
	佐々木（孝）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	準夜
	公休
	深夜
	深夜
	準夜
	○
	CD留守
	休憩

	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	小笠原（実）
	大嶋

	D留守
	公休
	公休
	公休
	　

○
	A留守
	公休
	休憩
	公休

	鈴木
	沼山
	小島
	
	
	
	
	
	

	業務
	公休
	業務
	
	　
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞
· 病棟巡視～２月２１日（月）実施予定となっています。

· 患者様マットレス消毒を２月１４日からの実施予定でしたが、延期となっています。

· 皮膚科疾患治療指示箋の変更について

３月１日より変更となります。各自企画書を確認し、間違いの無いよう実施していきましょう。

・年度末に向けて、年間業務報告などの業務があります。各自計画を立て実施し、延滞の無いよう進めていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
· 藤田　金弘様～点滴２月８日（火）ラピアクタ点滴用バッグ300mg　　1本

点滴２月９日（水）

①ヴィーンＤ 500ml

②ソリタT3 500ml　アスコルビン酸1A　ダイビタミックス1A

③ヴィーンＤ 500ml

○ロゼクラート（1）1V+生食100ml（10時・22時）
　　　　処方となっています。引き続き、身体状態の観察・確認を密に行い身体状態の安定を図っていきましょう。

· 吉田　寿雄様～点滴２月９日（水）

①キシリトール500ml＋アスコルビン酸1A＋ダイビタミック1A

　　　　　　　　②キシリトール500ml

　　　　　　　　③キシリトール500ml

血糖測定：２月８日（火）１８：００。血糖値６０以下の場合

　　　　　　　　　　　　　２月９日（水）２：００、６：００血糖値４０以下の場合

20%ブドウ糖1A静注の指示あります。

※20%ブドウ糖1A静注し、３０分後再度血糖測定し、回復しない場合は再度20%ブドウ糖1A静注して下さい。なお、本日13:00、昨日の日勤帯より排尿少ない事、腹部膨満著明である為、導尿実施し排尿ありました。引き続き、身体状態の観察・確認を密に行い身体状態の安定を図っていきましょう。

・上舘　ユキ様～前日黒緑便あった為、主治医報告し、本日16:00の点滴にアドナ１A混注し点滴施行となっています。

　点滴は継続となっていますが、ロゼクラート（1）1V+生食100mlは本日で終了。処方内容は以下の通りとなっています。

1 ソリタT3　500ml＋ガスター(20)1A

2 ヴィーンD　500ml＋アスコルビン酸1A＋ダイビタミックス1A

3 ソリタT3　500ml

　　インフルエンザテスト陰性（－）の判定でしたが、発熱は持続した状態です。排泄時の観察を引き続き実施し、身体状態の観察・確認を密に行い安定を図っていきましょう。

・市橋　ひで　様～２月５日（土）高熱あり。インフルエンザテスト実施し陰性（－）の判定でしたが、発熱続いています。咳嗽聞かれており、食事摂取量もむせ込む事あり、不安定さ見られています。引き続きケアを実施し、脱水症状に注意すると共に身体症状の観察を行い、対応・対策を迅速に実施して行きましょう。　　　　　　　　

・慶長　節子様～２月６日（日）発熱あり。インフルエンザＡ型陽性(＋)の判定あり。タミフル（抗ウィルス剤）処方となっています。現在も発熱続いている為、引き続き、風邪症状の有無、身体状態の観察・確認を密に行っていきましょう。

・佐々木　貞吉様～２月７日(日)準夜帯にて、38℃台の発熱あり。インフルエンザテスト施行し、インフルエンザＡ型陽性(＋)、タミフル（抗ウィルス剤）処方となっています。現在は解熱されています。引き続き、身体状態の観察・確認を密に行っていきましょう。また、自力歩行、立位不安定である患者様ですので注意し、対応して行きましょう。

・玉井　クニ子様～２月８(月)深夜帯にて発熱あり。インフルエンザテスト施行し、インフルエンザＡ型陽性(＋)との判定。タミフル（抗ウィルス剤）処方となっています。現在、発熱は無いですが、引き続き、風邪症状の有無身体状態の観察・確認を密に行っていきましょう。

・丸屋　庄司様～２月６(日)日勤帯より嘔吐、38℃台の発熱あり。発熱続いている為、本日１２時、インフルエンザテスト再度施行しています。陰性（－）との結果出ています。引き続き、風邪症状の有無、身体状態の観察・確認を密に行い対処していきましょう。

・田中　豊三様～2月７(日)深夜帯にて発熱あり。インフルエンザテスト施行し、インフルエンザＡ型陽性(＋)との判定。タミフル（抗ウィルス剤）処方となっています。予測指示38.5℃以上の熱があれば、アンヒバ坐薬（解熱鎮痛消炎剤）挿肛（8時間あけて再使用可）となっています。現在も微熱あり、咳嗽聞かれています。引き続き、身体状態の観察・確認を密に行っていきましょう。

・北山　和子様～２月５日(土)より発熱あり。２月９日(水)～１６日（水）まで、体温38.5℃以上あった場合、アンヒバ坐薬（解熱鎮痛消炎剤）挿肛の予測指示あります。現在も微熱続いている為、風邪症状の有無、身体状態の観察・確認を密に行っていきましょう。

・橋本　万様～左足浮腫・炎症続いている為、クラビット(抗菌剤)、カロナール(解熱鎮　　　

痛消炎剤)、ダーゼン(酵素製剤)は３日分継続処方、足の傷部分にエルタシン軟膏1本処方となります。下肢の状況を引き続き確認・観察し、処置を実施していきましょう。

・五十嵐　タイ様～本日問診時、身体の疼痛訴えており、主治医より疼痛時の予測指　　　　　　　　　　　　　　　　

示：ヨウフェナック１T服用（７回分の処方）あります。引き続き、本人の様子をうかがい、対応し、疼痛軽減を図っていきましょう。

＜他科受診＞

· 山内　公博様～本日、佐々木泌尿器科へ御家族付き添いにて受診されています。

食事内容については現状維持で良いとの事です。内服薬の変更は無く、２８日分処方となり、当院へ持参されています。

　　　　　　　　　　次回受診日は３月８日（火）。時間については御家族が調整し、後日病棟へ連絡する事になっています。連絡を受けたスタッフは外出許可書へ時間を記入し、主治医への提出をお願いします。

　　　　　　　　　　

















































